【応募申請様式】
（文書番号）
令和８年　月　日

内閣府地方創生推進室　担当者　宛

申請者    住　　　　　所　（住所）
氏名または名称　（応募団体名）
代表者の役職・氏名   


地方創生×ネイチャーポジティブの推進に向けたモデル支援事業
応募申請書

　「地方創生×ネイチャーポジティブの推進に向けたモデル支援事業」の公募要領に記載された応募要件を了承した上で、別添のとおり応募申請書を提出いたします。（担当者欄）

所属部署名：
役　職　名：
氏　　　名：
Ｔ　Ｅ　Ｌ：
Ｆ　Ａ　Ｘ：
E-mail：

　





(担当者欄)

所属部署名：
役職名：
氏名：
TEL：
FAX：
E-mail：
（担当者欄）

所属部署名：
役　職　名：
氏　　　名：
Ｔ　Ｅ　Ｌ：
Ｆ　Ａ　Ｘ：
E-mail：


（担当者欄）

所属部署名：
役　職　名：
氏　　　名：
Ｔ　Ｅ　Ｌ：
Ｆ　Ａ　Ｘ：
E-mail：








【別添】

1．担当者情報
各項目について枠内にご記入ください。複数の地方公共団体が共同で取組を進めている場合は代表となる1つの地方公共団体の担当者を記載してください。
	地方公共団体名
	

	所属・役職
	

	[bookmark: _Hlk195283905]応募担当責任者
	

	電話番号
	
	Fax
	

	E-mail
	

	団体ホームページ
	



２．申請事業の概要
（１）本事業への応募理由
	[bookmark: _Hlk196926898]①背景・目的
	※地域の現状や課題、地域資源の状況等について記載してください。



	②目指す地域の姿
	※取組によって実現したい地域の状態や地域の将来ビジョン等を簡潔に記載してください。



	③本事業により
・解決したい地域課題／発現させたい地方創生効果
・解決した環境保全課題
	※取組により解決したい、地方創生上の課題（関係人口、移住定住、地場産業振興の付加価値創出など）と環境課題（例：土地利用区分や具体的な環境の状態）の両方（いずれも一つ以上。複数可）について具体的に記載してください。



	④本事業による獲得目標・成果（目指す効果）
	※本公募にもとづき実施するモデル事業を実現することで獲得したい成果・目標をできるだけ具体的に記載してください。目標値等は設定がなければ記載は不要です。地方版総合戦略などからの引用の場合、その旨記載ください。
　　
※例
・持続可能な観光による付加価値創出（●円）、
・環境保全型農業による地域産品の付加価値を高めバリューチェーン構築による販路開拓（有機農業の取組面積●ha、地域資源を活用して付加価値向上に取り組む事業体数●件）
・生物多様性を高める森林づくりが行われている森林の面積（当該森林面積●ha）
・資源管理など持続可能な漁業を推進するための取組や藻場再生など生物生息基盤の整備による地域及び産業の価値向上（藻場面積●ha、漁業売上●円））
・地域における多様なステークホルダーの参画（民間企業による金銭的支援額●円）など






（２）申請事業の内容
	①取組内容
	※（１）で示した内容を踏まえて、取り組む事業内容を記載してください。
※複数年度にまたがる事業となる場合は、令和８年度に取り組む内容がわかるように記載してください。
※取組において活用を想定・検討している国の事業等があれば具体的に記載してください。



	②実施体制・方法
	※本公募にもとづき対象となるモデル事業の実施体制（庁内・庁外）を図等も活用して具体的に記載してください。
※その際、本事業の実施に係る庁内の合意形成状況（関係課室、合意レベル）についても簡潔に記載してください。




	③本事業に係る関係者の調整状況（庁外）
	※庁外の関係者について具体的な連携先と調整状況を簡潔に記載してください。
　（連携先の例：地元企業、農林水産事業者、観光事業者、教育機関、金融機関、学識者・専門家、地域外の企業・金融機関等、メディア関係者等）
　（役割の例：事業実施主体、地権者、出資者、地域外の受け入れ先等）
　（調整状況の例：打診前・連携について打診済み・具体の事業化に向けて相談中・連携協定等の締結済み）




	④これまでの実績
	※既存の取組実績やこれによる成果を具体的に記載してください。




	⑤スケジュール
	※令和８年度における具体的な計画・スケジュールについて記載してください（図表などでの記載も可）。必要に応じて別資料を添付頂いても構いませんが、マイルストーンとなるスケジュール（議会承認や補助事業申請〆切、地域の協議会等までに決定している必要がある事項）は本文内に記載してください。
※現時点で決まっている場合は、令和8年度以降の暫定的なスケジュールも記載してください。




	⑥取組を進めるにあたっての課題
	※取組を進めるにあたって、現段階で課題やボトルネックとなっている事項について記載してください。




	⑦進めたい取組に関連する自治体の地方版総合戦略における記載状況
	※進めたい取組について、自治体の地方版総合戦略における記載状況について記載してください。






（３）実施内容における自組織での実施事項と事務局に支援を求める事項
	①事務局に支援を求める内容
	· 申請内容を実行するにあたって、連携体制として主体的に実施する内容と、事務局に求める支援内容を記載してください。
· 採択後の初回のお打合せ時に提案内容のうち、事務局として支援する内容を調整させていただきます。
· 添付資料を参照した方がわかりやすい事項については、「△については、別添資料○参照」と記載して、資料添付を行うことは差し支えません。ただし、添付資料が大部にわたる場合は、その要点は申請書本体内に記載してください。




	②特に連携支援を希望する関係省庁
	· 取組内容に応じて、環境省（生物多様性戦略、自然共生サイト）、農林水産省（環境保全型の農林水産業）、国土交通省（グリーンインフラ）において特に積極的な支援（取組に係る助言、情報提供など）を希望したい省とその理由を記載ください。

	③専門家の希望
	· 支援において専門家として派遣を希望する具体的な候補者・助言を受けたい内容や分野などの要望があれば記載してください。
· 頂いた要望も踏まえて専門家の派遣を決定しますが、記載いただいた候補者の派遣を確約するものではありませんので、あらかじめご了承ください。






（4）関連する計画・事業等
	①本事業に関連する行政計画
	· 本事業に関連する行政計画及び該当する施策、事業名、ホームページに掲載されている場合はＵＲＬをご記載ください。
（例：○○環境基本計画、第●章基本施策△-△（Ｐ●）、ＵＲＬ）


	②本事業に関連する取組等の実績
	· 応募する事業以外に関連する事業があれば、応募する事業との関連性について図表等も活用しながらお示しください。ない場合は「なし」と記載してください。





４．	応募前のチェックリスト（ご同意いただきたい事項）
· 本応募申請書に記載した内容について不明点があった場合に、支援事務局が担当者に対して電話・メールでの質問を行うことを了承する。
· 採択された場合に、機密事項に十分に留意しつつ、個別事業による成果を「事例集（名称未定）」として内閣府HP等で公開することに同意する。
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